
明
治
初
期
の
洋
風
美
術
と
図
画
教
育

明
治
初
期
の
洋
風
美
術
、
殊
に
西
洋
画
の
盛
行
は
、
政
府
が
採
っ
た
欧
化
政

策
と
深
い
関
係
が
あ
る
。

殖
産
興
業
と
富
国
強
兵
に
よ
っ
て
欧
米
列
強
に
伍
す
る
力
を
蓄
え
、
幕
藩
体

制
の
下
、
諸
外
国
と
の
間
に
結
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
不
平
等
條
約
を
互
恵
乎

等
な
も
の
に
改
正
す
る
こ
と
が
新
政
府
の
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

裏
付
け
と
な
る
国
家
体
制
の
整
備

・
近
代
化
を
計
る
手
っ
取
り
早
い
方
法
と
し

て
政
府
が
採
用
し
た
の
が
、
産
業
器
機

・
技
術
ば
か
り
で
な
く
官
制

・
兵
制

・

教
育
制
度
等
の
す
べ
て
の
モ
テ
ル
を
欧
米
諸
国
に
求
め
移
入
し
よ
う
と
い
う
欧

化
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
明
治
政
府
を
担
っ
た
人
々
が
、
幕
末
以
来
の
接
触

を
通
じ
欧
米
諸
国
の
軍
事
力
を
含
め
た
文
物

・
制
度
の
圧
倒
的
な
優
位
性
を
痛

惑
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

西
洋
の
学
問
、
す
な
わ
ち
洋
学
の
研
究
は
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
に
幕
府

が
設
置
し
た
蕃
書
調
所
に
お
い
て
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ペ

リ
ー
艦
隊
の

来
航
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
に
促
さ
れ
外
交

・
軍
事
上
の
必
要
か
ら
設
置
さ
れ

た
蕃
書
調
所
（
安
政
四
年
授
業
開
始
、
文
久
二
年
洋
書
調
所
、
同
三
年
開
成
所
と
改
称
）

で
は
外
国
語

・
地
理

・
物
理

・
数
学

・
化
学

・
器
械
な
ど
と
並
び
画
学
も
研

究

・
教
授
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
は
画
学
局
が
独

立
し
川
上
萬
之
丞
（
冬
崖
、
一
八
二
七
ー
一
八
八
二
）
が
画
学
出
役
に
任
じ
ら
れ

る
。
当
時
の
画
学
局
に
は
前
田
又
四
郎

・

曲
淵
敬
太
郎
・

吉
田
修
輔
•

宮
本
正

道
（
三
平
）

・
若
林
鐘
五
郎
ら
が
お
り
、
の
ち
に
舟
橋
鍬
次
郎

・
伊
藤
陪
之
助

・

遠
藤
辰
―
―
一
郎

・
近
藤
清
次
郎
（
正
純
）

・
服
部
新
之
丞
（
杏
圃
）
ら
が
加
わ
る
。

明
治
期
に
活
躍
す
る
高
橋
由
一
も
「
嘉
永
年
間
或
ル
友
人
ヨ
リ
洋
製
石
版

画
ヲ
借
覧
セ
シ
ニ
悉
皆
員
二
逼
リ
タ
ル
ガ
上
ニ
ー
ノ
趣
味
ア
ル
コ
ト
ヲ
焚
見
ツ

忽
チ
習
學
ノ
念
起
シ
」
て
文
久
二
年
九
月
五
日
画
学
局
に
入
学
し
た
一
人
で
あ

る
（
『
高
橋
由
一
履
歴
』）。

こ
こ
で
の
西
洋
画
学
研
究
は
、
由
一
が
望
む
よ
う
な
「
一
ノ
趣
味
ア
ル
」
鑑

賞
用
作
品
を
創
る
た
め
で
な
く
、
他
の
諸
科
学
と
同
様
、
外
交

・
国
防
に
寄
与

す
る
と
い
う
功
利
的
役
割
を
よ
り
多
く
担
う
も
の
で
あ
っ
た
（
隈
元
謙
次
郎
「
川

上
冬
崖
と
洋
風
画
」
『
美
術
研
究
』
七
十
九
号
、
昭
和
十
三
年
）
。
し
た
が
っ
て
「
画
学
」

の
内
容
は
製
図

・
図
学
が
主
た
る
も
の
で
、
や
が
て
油
画
も
研
究
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
冬
崖
は
蘭
書
を
翻
訳
し
つ
つ
手
探
り
で
教
授
し
た
の
で
あ
る
。
維

新
後
冬
崖
に
師
事
し
た
小
山
正
太
郎
が
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

△
裳
時
は
和
闇
の
甕
を
見
る
こ
と
も
難
い
し
、
筆
や
檜
具
や
其
他
の
材
料

マ
マ

を
賣
る
こ
と
も
出
来
な
い
し
、
全
く
其
研
究
は
先
生
が
蘭
書
に
よ
っ
て
調

ベ
之
を
実
験
し
て
は
又
工
風
を
し
て
、

一
種
の
も
の
を
焚
明
し
て
行
か
れ

る
様
な
始
末
で
、
其
苦
心
の
程
は
予
想
の
外
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
其
時
の

も
の
が
い
く
つ
か
残
っ
て
ゐ
ま
す
が
、
西
洋
の
も
の
を
模
窓
す
る
に
も
銅

版
の
聾
を
一
々
面
相
筆
で
筋
を
寓
し
た
り
油
給
を
日
本
の
墨
で
墨
隈
を
と

っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
無
理
な
こ
と
を
し
て
原
本
に
似
せ
や
う
と
い
ふ
の
で

あ
る
か
ら
、
時
の
か
4

る
こ
と
4

骨
の
折
れ
る
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
」

（
「
先
師
川
上
冬
崖
翁
」
『
美
術
新
報
』
第
二
巻
第
五

・
六
・
八
・
十
・
十
一
号
、
明

治
三
十
六
年
五
月
二
十
日

・
六
月
五
日

・
七
月
五
日

・
八
月
五
日

・
八
月
二
十
日
）

油
画
と
い
っ
て
も
絵
具

・
用
具
は
手
に
入
る
べ
く
も
な
く
、
す
べ
て
手
製
で

揃
え
る
よ
り
な
か
っ
た
。
画
用
油
は
荏
油
に
銀
密
陀
を
混
ぜ
、
こ
れ
を
日
光
に
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数
日
問
さ
ら
し
て
精
製
す
る
。
絵
具
は
在
来
の
日
本
画
の
顔
料
を
用
い
、
こ
れ

を
練
る
の
に
漆
箆
や
西
洋
ナ
イ
フ
を
加
工
し
た
も
の
を
使
う
。
交
色
板
（
バ
レ

ッ
ト
）
は
剌
身
皿
、
銅
製
行
燈
皿
で
代
用
。
筆
刷
毛
類
は
注
文
し
て
作
ら
せ
る
。

カ
ソ
ヴ
ァ
ス
と
し
て
は
布
地
に
紙
で
裏
打
ち
し
た
も
の
に
ド
ウ
サ
引
ぎ
し
て
使

う
か
、
あ
る
い
は
ド
ウ
サ
引
き
し
た
美
濃
紙
に
、
ま
ず
図
取
り
を
し
水
彩
で
施

色
し
た
後
、
こ
れ
を
裏
打
ち
し
て
厚
く
し
、
そ
の
上
へ
強
い
膠
を
引
き
、
更
に

油
を
塗
布
し
た
も
の
に
絵
具
で
描
い
て
い
く
と
い
う
大
変
不
自
由
な
も
の
で
あ

っ
た
（
『
高
橋
由
一
履
歴
』
に
よ
る
）
。

蕃
書
調
所
以
来
、
洋
学
研
究
の
中
心
で
あ
っ
た
開
成
所
は
幕
府
崩
壊
後
新
政

油
が
引
き
継
ぎ
、

明
治
二
年
大
学
南
校
と
な
る
。
そ
し
て
西
洋
画
法
の
功
利

的

・
実
用
的
側
面
に
着
目
し
た
図
画
教
育
の
流
れ
が
、
一

っ
は
陸
軍
へ

、
も
う

―
つ
は
大
学
で
の
「
画
学
」
「
図
画
」
授
業
へ
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
川
上
冬
崖
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。

川
上
冬
崖
は
、
明
治
元
年
(
-
八
六
八
）
沼
津
に
つ
く
ら
れ
た
兵
学
校
（
旧
静

岡
藩
兵
学
校
、
十
二
月
開
講
、
明
治
四
年
十
一
月
陸
軍
省
直
轄
と
な
る
）
へ
絵
図
方
と

し
て
招
か
れ
赴
く
が
、
同
年
十
二
月
十
二
日
付
で
開
成
所
筆
生
を
申
し
付
け
ら

れ
、
直
ち
に
帰
京
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
一
一
一年
七
月
大
学
南
校
図
画
御
用
掛
と

な
り
、
こ
こ
で
『
西
画
指
南
』
（
前
篇
二
冊
、
大
学
南
校
、
明
治
四
年
。
後
篇
三
冊
、

文
部
省
、
同
八
年
）
と
『
輿
地
誌
略
』
の
刊
行
に
関
わ
る
。

『
西
画
指
南
』
は
我
が
国
最
初
の
西
洋
画
式
に
よ
る
図
画
教
科
書
と
目
さ
れ

る
も
の
で
、
前
篇
二
冊
は
そ
の
凡
例
に
「
此
書
原
本
ハ
千
八
百
五
十
七
年
ノ
鍋

行
英
人
ロ
ペ
ル
ト
、

ス
コ
ッ
ト
ボ
ル
ソ
氏
ノ
著
ハ
セ
シ
訓
蒙
ノ
小
冊
子
ニ
シ
テ

毎
條
圏
ヲ
附
シ
論
ヲ
興
タ
ル
甕
學
書
ナ
リ
」
と
あ
る
よ
う
に

R
o
b
e
r
t
Scott 

B
u
r
n
の

T
h
e
Illustrated 
D
r
a
w
i
n
g
 B
o
o
k
.
の
冬
崖
に
よ
る
部
分
編
訳

で
あ
る
。
挿
入
図
版
は
ほ
と
ん
ど
原
本
の
も
の
だ
が
、
若
干
別
の
画
学
教
本
、

例
え
ば

J
o
h
n
G
a
d
s
b
y
 C
h
a
p
m
a
n
の
T
h
e
A
m
e
r
i
c
a
n
 D
r
a
w
i
n
g
 B
8
k
.
 

か
ら
の
引
用
が
あ
る
（
参
照
、
金
子
一
夫
「
明
治
初
期
の
翻
訳
図
画
教
科
書
と
そ
の

原
本
の
研
究
」
『
茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
30
号
昭
和
五
十
六
年
。
同
「
明
治
初

期
図
画
教
科
書
と
そ
の
原
本
の
研
究

(
l
)
」
『同
』
第
34
号
昭
和
六
十
年
）
。

図
版

は
原
本
の
銅
版
画
の
線
を
冬
崖
が
面
相
筆
で
根
気
よ
く
写
し
た
も
の
を
木
版
で

再
現
し
て
い

る。

『
西
画
指
南
』
に
よ
る
学
習
の
課
程
は
、
ま
ず
「
輪
郭
ヲ
描
ク
法
」
（
第
一
章
）

か
ら
始
め
、
次
に
「
物
形
ノ
陰
陽
ヲ
分
ッ
法
」
（
第
二
章
）

へ
進
み
、
そ
れ
か
ら

「
人
物
の
描
法
」
（
第
三
章
）
に
至
る
も
の
だ
が
、
使
用
す
る
用
具
と
し
て
「
塗

板
」
（
黒
板
）
「
石
版
」
「
灰
筆
」

(chalk
or 
crayon
)
「
黒
灰
筆
」
（
black
chalk
)
 

「
石
筆
」
（
鉛
筆
）
「
紙
ヲ
張
ル
画
板
」
「
擦
筆
」
「
ポ
ル
ト
ケ
レ
ヨ
ソ
」
（
ク
レ
ヨ

ソ
挟
み
）
な
ど
が
登
場
す
る
。

冬
崖
は
『
西
画
指
南
』
「
凡
例
」
で
「
世
二
鸞
岡
ノ
有
用
歓
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヤ

ア
キ
ラ
カ

文
ノ
盛
ス
能
ハ
サ
ル
ヲ
補
ヒ
幽
微
ヲ

晰

ニ
シ
教
化
ヲ
神
ケ
功
ヲ
六
籍
卜
同
ゥ

ス
又
其
精
絶
微
妙
二
至
テ
ハ
営
二
工
ヲ
造
化
卜
争
フ
ヘ
、
ソ
故
二
泰
西
諸
國
二
於

テ
ハ
霊
岡
ヲ
以
テ
一
科
學
二
充
ッ
」
と
誌
す
よ
う
に
、
「
聾
圏
」
は
文
で
は
不

可
能
な
事
物
の
「
幽
微
」
を
明
確
に
伝
え
る
に

「
有
用
」
な
一
科
学
で
あ
る
と

考
え
た
。
つ
ま
り
「
画
学
」
を
、
洋
学
の
一
分
野
と
し
て
対
象
を
認
識
し
そ
れ

を
正
確
に
表
現
す
る
技
術
を
会
得
す
る
実
用
の
学
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
輿
地
誌
略
』
は
内
田
正
雄
訳
編
の
十
二
巻
十
三
冊
に
の
ぽ
る
地
理
書
で
あ

る
。
第
一
編
三
冊
が
大
学
南
校
発
行
、
第
二
編
四
冊
が
文
部
省
発
行
と
し
て
共

に
明
治
四
年
に
出
て
お
り
、
七
冊
と
も
挿
絵
は
木
版
刷
で
、

巻
七
を
除
き
、

「
川
上
寛
模
画
」
と
あ
る
。

な
お
、
大
学
南
校
は
明
治
四
年
七
月
南
校
と
改
称
、
翌
五
年
八
月
の
学
制
に
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よ
っ
て
第
一
大
学
区
第
一
番
中
学
に
な
り
、
同
六
年
四
月
開
成
学
校
、
同
七
年

東
京
開
成
学
校
、
そ
し
て
同
十
年
四
月
に
東
京
大
学
と
な
る
。

大
学
で
の
図
画
教
育
は
す
べ
て
西
洋
画
法
に
よ
る
も
の
で
、
「
図
画
」
な
い

し
「
画
学
」
と
い
う
学
科
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
は
設
定
さ
れ
る
科

に
よ
っ
て
区
々
で
あ
る
。

川
上
冬
崖
に
師
事
し
た
高
橋
由
一
が
明
治
四
年
十
二
月
か
ら
同
五
年
十
月
ま

で
南
校
画
学
掛
と
し
て
「
図
画
」
を
教
え
て
い
る
。
五
年
五
月
改
正
の
南
校
規

則

・
予
科
課
程
（
『東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
、
昭
和
七
年
）
を
見
る
と
、
教

官
高
橋
浩
（
由
一
）
は
、
月

・
水
は
各
二
時
問
、
火

・
木

・
金

・
土
は
各
一
時

間
、
つ
ま
り
一
週
八
時
間
の
図
画
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
。
授
業
内
容
は
不

明
だ
が
、
由
一
自
身
は
「
南
校
画
學
掛
奉
職
中
画
學
生
を
教
授
ス
世
ノ
人
之
ヲ

本
邦
普
通
画
學
教
授
ノ
嘴
矢
卜
云
フ
」
（
『履
歴
』
）
と
自
負
し
て
い
た
。

大
学
で
の
「
図
画
」
お
よ
び
「
画
学
」
の
内
容
を
明
確
に
知
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
比
較
的
憶
測
の
可
能
な
例
を
幾
つ
か
次
に
拾
い
出
し
て
み
る
。

ま
ず
、
明
治
七
年
の
東
京
開
成
学
校
予
科
二
年
間
の
「
画
学
」
は
、
第
一
年

期
が
「
自
在
法
」
、
第
二
年
期
前
半
が
「
模
写
法
」、

後
半
が

「
真
写
法
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
明
治
八
年
の
物
理
学
教
場
で
の
「
画
学
」
は
、
第

一
年
「
幾
何
学
及
器
械
の
図
」
、
第
二
年
「
器
械
の
図
」
、
第
三
年
「
器
械
描
写

及
器
械
ノ
計
図
」
で
あ
っ
た
。

更
に
明
治
九
年
に
改
正
さ
れ
た
学
科
課
程
で
は
予
科
の
三
年
間
を
各
年
二
期

に
分
け
、

一
期
ご
と
の
き
ち
ん
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。
第

一

年
と
第
二
年
は
「
自
在
画
法
」
で
あ
る
が
、
内
容
は
第
一
年
第
一
期
「
描
画
及

簡
易
ノ
模
型
写
法
」、

同
年
第
二
期
「
円
体
及
実
体
写
法
実
体
写
陰
法
」、

第

二
年
第
一
期

「
真
写
画
法
景
色
及
築
造
物
」
で
あ
る
。
次
い
で
第
三
年
第
一

幾
何
図
法
及
投
影
法」
、

機
械
図
製
図
演
習
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
当
時
の
西
洋
画
法
に
よ
る
「
画
学
」
と
は
、
今
日
考
え
ら
れ
る

も
の
と
は
尺
度
の
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

再
び
冬
崖
に
戻
れ
ば
、
明
治
五
年
(
-
八
七
二
）
十
月
、
陸
軍
省
兵
学
寮
八

等
出
仕
を
申
し
付
け
ら
れ
た
彼
は
、
同
七
年
三
月
陸
軍
士
官
学
校
図
画
教
授
掛

と
な
り
、
こ
こ
で
フ
ラ
ソ
ス
人
図
学
教
師
ア
ベ
ル

・
ゲ
リ
ノ
ー

A
b
e
l
G
u
erì
 

neau (明
治
七
年
来
日
、
同
十
三
年
離
日
）
と
共
に
陸
軍
で
の
図
学

・
画
学
授
業

の
方
向
づ
け
を
行
う
。
や
や
後
の
も
の
だ
が
、
明
治
十
六
年
よ
り
同
三
十
四
年

ま
で
士
官
学
校
及
び
幼
年
学
校
の
図
画
教
官
を
務
め
た
本
多
錦
吉
郎
が
二
十
七

年
に
編
纂
し
た
と
い
わ
れ
る

『
画
学
教
程』

に
は
次
の
よ
う
な
項
目
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
（
村
居
鋏
次
郎
編
『
洋
画
先
覚
本
多
錦
吉
郎
』
七
十

一
頁
、
昭
和
九
年
）
。

（一）

二
面
平
圏

一
標
高
幾
何
滋

出

臼

韮

亨

后

澁

翡

悶

茫

5
)

圏
學
方

面

透

視

圏

鉛
筆
霊

（二）

璽
柔
方
面

｛水
彩
霊

右
雨
方
面
濱
描
圏

(-―-）
認
這
二
"
-
（
尉
緊
伍
翌
襲
闘
）

の

ゲ
リ
ノ
ー
は
民
問
人
で
あ
る
が
、
図
学
教
師
と
し
て
日
本
政
府
が
直
接
麗
傭

契
約
を
結
ん
で
い
る
。
ゲ
リ
ノ

ー
は
水
彩
画
と
建
築
学
を
よ
く
し
、

士
官
学
校

図
画
科
の
教
授
掛
と
し
て
近
藤
正
純

・
横
山
松
三
郎

・
河
北
道
介

・
榎

本

正

期
で
は
「
用
器
画
学

同
年
第
二
期
で
は

「
遠
景
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上
等
小
学
で
は
「
画

忠

・
小
山
正
太
郎
ら
も
そ
の
指
導
を
受
け
た
。

冬
崖
の
陸
軍
で
の
仕
事
と
し
て
は
ほ
か
に
、
フ
ラ
ソ
ス
人
工
兵
大
尉
ジ
ュ
ル

ダ
ソ

C
l
a
u
d
e
G
a
b
r
i
e
l
 Lo
u
i
s
 Jo
u
r
da
n

の
指
＃
導
の
許
に
作
っ
た
洋
式
地

図
製
作
の
指
通
書

『
地
図
彩
式
』
（
陸
軍
文
庫
、
明
治
六
年
）
、
我
が
国
で
最
初
の

石
版
刷
に
よ
る
洋
式
画
の
習
画
帳
で
あ
る
『
写
景
法
範
』
（
陸
軍
文
庫
、
明
治
七

年
）
な
ど
が
あ
る
。

以
上
、
大
学
お
よ
び
陸
軍
で
の
図
画
教
育
を
瞥
見
し
た
が
、

一
般
の
学
校
に

お
い
て
の
「
図
画
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

．

明
治
五
年
(
-
八
七
二）

八
月
の
学
制
制
定
以
後
、
小
学

・
中
学

・
大
学

・
師

範
学
校

・
各
種
の
職
業
学
校
に
至
る
ま
で
「
図
画
」
が
教
科
と
し
て
設
定
さ

れ
、
こ
こ
で
も
西
洋
式
の
図
画
が
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
学
制
」
そ
の
も
の
も
フ
ラ
ソ
ス
に
倣
っ
た
も
の
で
、
全
国
を
八
大
学
区
に

分
け
、

一
大
学
区
に

―
つ
の
大
学
を
置
き
、
ま
た
一
大
学
区
を
一
―
―
二
の
中
学
区

に
分
け
、

一
区
ご
と
に
―
つ
の
中
学
を
置
く
、
更
に
一
中
学
区
を
ニ
―

0
小
学

区
に
分
け
、
区
ご
と
に
小
学
校
一
っ
を
置
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
小
学
校
は
上
下
二
等
に
分
け
ら
れ
、
上
等
小
学
に
「
画
学
」
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
中
学
校
も
上
下
二
等
に
分
け
ら
れ
、

下
等
中
学
に

「
画
学
」
（
図
画
）
、
上
等
中
学
に
「
罫
画
」
が
設
定
さ
れ
る
．。
こ
こ
で
い
う

「
罫
画
」
は
、
方
眼
紙
ま
た
は
罫
を
引
い
た
紙
の
上
に
、
描
く
べ
き
対
象
の
形

体
に
対
応
す
る
点
を
罫
線
を
利
用
し
て
打
ち
、
そ
の
点
を
つ
な
い
で
対
象
を
平

面
形
で
臨
画
す
る
方
法
で
、
対
象
の
輪
郭
を
正
確
に
写
す
訓
練
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。

明
治
六
年
五
月
改
正
の
「
小
学
教
則
」
に
よ
れ
ば
、

学
」
が
「
罫
画
」
に
変
わ
り
そ
の
内
容
を
「
南
校
板
罫
画
本
ヲ
用
ヰ
テ
点
線
正

形
ノ
類
ヲ
学
ハ
シ
ム
ル
事
」
と
指
示
し
て
い
る
。
「
南
校
板
罫
画
本
]
と
は
ど

の
本
を
指
し
て
い
る
の
か
。

明
治
六
年
ご
ろ
刊
行
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
刊
行
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
図
画
教
科

書
に
は
、

前
出
の

『
西
画
指
南
』
（
前
篇
二
冊
、
大
学
南
校
、
明
治
四
年
初
秋
）
、

『
図
法
階
梯
』
（
八
冊
、
東
京
開
成
学
校
、
明
治
五
年
五
月
序
）
、
山
岡
成
章
『
小
学

画
学
書
』
（
文
部
省
編
纂

・
文
書
局
発
行
、
明
治
六
年
五
月
）
、
近
藤
若
山
『
泰
西
画

式
』
（
玉
山
登
、
明
治
六
年
二
月
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
「
南
校
板
」
に
は
冬
崖
の
『
西
画
指
南
』
も
該
当
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
「
罫
画
本
」
と
い
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
。

『
小
学
画
学
書
』
（
木
版
刷
一
冊
本
、
三
十
一
丁
‘

―
二
四
図
）
も

山
岡
成
章
の

当
時
か
な
り
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
第
一
号
か
ら
第
四
号
に
分
け
、

第
一
号
で
は
罫
画
の
方
法
で
直
線
↓
曲
線
↓
図
形
へ
、
第
二
号
で
は
物
品
の
図

形
、
建
物
の
扉
な
ど
を
題
材
に
線
の
太
さ
で
陰
影
を
表
現
す
る
訓
練
、
第
三
号

で
は
諸
物
品
の
陰
影
を
大
小
の
線
の
変
化
で
表
わ
す
稽
古
、
そ
し
て
第
四
号
で

は
建
物
の
全
体
を
線
に
よ
り
陰
影
描
写
す
る
勉
強
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い

る。
図
版
は
い
ろ
い
ろ
な
外
国
の
教
本
か
ら
拾
い
集
め
て
編
集
し
た
も
の
ら
し
い

（
金
子
一
夫
、
前
掲
論
文
参
照
）
。
山
岡
が
原
図
を
筆
で
写
し
た
も
の
を
木
版
に
移

し
た
の
で
あ
る
が
、
見
た
こ
と
も
な
い
西
洋
の
器
物
を
、
よ
く
把
握
で
き
な
い

ま
ま
稚
拙
に
写
す
の
で
物
の
形
体
が
判
然
と
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
見

る
と
、
山
岡
自
身
が
西
洋
画
法
を
十
分
理
解
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
図
画
教
科
書
は
学
制
公
布
に
よ
り
学
校
に
設
定
さ

れ
る
図
画
授
業
に
問
に
合
わ
せ
る
べ
く
急
ぎ
つ
く
ら
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
使
用
す
る
鉛
筆
や
チ
ョ

ー
ク
（
コ
ン
テ
）
に
し
て
も
当
時
は
き
わ
め

第1章 東京美術学校創立前史 12 
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山岡成章 『小学画学書』（明治6年5月， 文部省文書局刊）

より。

部
紀
要
』
第
32
号

て
入
手
が
困
難
で
あ

っ
た
。
鉛
筆
が
普
及
す
る
の
は
明
治
十
二
、

り
、
小
学
生
に
及
ぶ
の
は
二
十
年
ご
ろ
以
後
で
あ
る
（
青
木
茂
「
ふ
た
り
せ
い
し

よ
う
」
『
三
彩
』
第
一
―

10
七
号
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
号
、
参
照
）
。

そ
の
上
、
図
画
を
教
授
で
き
る
教
師
も
い
な
か
っ
た
。
教
師
を
養
成
す
る
師

範
学
校
で
す
ら
図
画
を
教
授
し
得
る
専
門
の
教
員
が
や
や
揃
う
の
は
明
治
十
年

以
後
に
な
る
（
金
子
一
夫
「
明
治
期
師
範
学
校
図
画
教
員
の
研
究
』
『
茨
城
大
学
教
育
学

昭
和
五
十
八
年
）
。

―
―
―
年
で
あ

し
た
が
っ
て
、
学
制
公
布
後
暫
く
は
、
小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
図
画
教

育
な
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
実
体
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
い
わ
ゆ
る

普
通
図
画
教
育
が
ま
が
り
な
り
に
も
成
立
す
る
の
は
明
治
十
三
、
四
年
以
降
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
世
の
欧
化
熱
に
煽
ら
れ
て
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
高
橋
由
一
の
よ

う
に
「
真
二
逼
リ
タ
ル
ガ
上
ニ
―
ノ
趣
味
ァ
ル
」
も
の
と
し
て
西
洋
画
を
発
見

し
、
自
ら
そ
の
習
学
を
志
し
た
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
人
々

の
渇
望
を
満
た
す
上
で
私
的
美
術
教
育
機
関
で
あ
る
画
熱
が
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
。

八
四
）
、

『
イ
ラ
ス
ト

工
部
美
術
学
校
が
開
校
す
る
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）
以
前
に
東
京
周
辺
に
あ

っ
た
洋
画
塾
と
し
て
は
、
川
上
冬
崖
の
聴
香
読
画
館
、
高
橋
由
一
の
天
絵
社
、

国
沢
新
九
郎
の
彰
技
堂
な
ど
が
名
高
い
。
ほ
か
に
横
浜
の
五
姓
田
芳
柳
(
-
八

二
七
ー
一
八
九
二
）
、
下
谷
池
之
端
の
横
山
松
一
―
一
郎
(
-
八
一
＿
一
八
ー
一
八

の
家
塾
な
ど
も
あ
る
。
塾
と
は
い
え
な
い
が
、

レ
イ
テ
ッ
ド

・
ロ
ン
ド
ソ

・
ニ
ュ
ー
ズ
』
通
信
員
と
し
て
横
浜
に
住

ん
だ
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
ワ
ー
グ
マ
ソ
(
-
八
＝
三
ー
一
八
九
一
）
も
早
く
か

ら
日
本
人
に
西
洋
画
を
教
え
て
い
た
。

川
上
冬
崖
の
聴
香
読
画
館
は
明
治
二
年
、
下
谷
和
泉
橋
通
徒
町
に

開
か
れ
た
。
こ
こ
に
は
小
山
正
太
郎
、
松
岡
寿
、
中
丸
精
十
郎
、
印

藤
真
楯
、
松
井
昇
、
望
月
俊
稜
ら
が
学
ぶ
。
小
山
正
太
郎
の
回
想
に

よ
れ
ば
当
時
の
聴
香
読
画
館
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

塾
生
に
は
十
二
、
三
歳
の
初
学
者
も
あ
れ
ば
四
十
近
い

日
本
画
家

か
ら
洋
画
に
転
じ
た
人
、
ま
た
開
成
所
の
生
徒
だ
っ
た
人
も
い
る
。

冬
崖
が
洋
画
研
究
の
か
た
わ
ら
息
抜
き
に
描
い
た
南
画
が
時
勢
柄
好

評
で
、
わ
ざ
わ
ざ
南
画
を
習
う
人
も
来
る
始
末
、
門
人
の
う
ち
六
分

が
洋
画
、
折
衷
画
が
二
分
、
南
画
が
二
分
と
い
う
割
で
あ
っ

た
。
当
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時
は
洋
画
を
研
究
し
よ
う
に
も
材
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
鉛
筆
も
今
の

如
き
も
の
は
な
い
。
洋
紙
も
手
紙
用
の
罫
紙
ば
か
り
で
、
た
ま
た
ま
白
い
洋
紙

が
あ
っ
て
も
同
じ
手
紙
用
の
六
、
七
寸
四
方
の
極
薄
の
も
の
で
鉛
筆
が
つ
き
に

く
い
。
や
む
を
得
ず
美
濃
紙
の
攀
水
引
に
日
本
の
筆
墨
を
以
て
鉛
筆
画
の
手
本

を
模
写
す
る
。
ま
た
油
絵
は
絵
具
も
カ
ソ
ヴ
ァ
ス
も
自
ら
製
造
し
て
描
い
た
。

手
本
と
云
え
ば
内
田
正
雄
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
将
来
し
た
油
絵
が
唯
一
の
も
の
で

あ
っ
た
（
「
先
師
川
上
冬
崖
翁
」
参
照
）。

高
橋
由
一
の
天
絵
社
は
、
明
治
六
年
六
月
日
本
橋
浜
町
に
創
設
さ
れ
た
画
学

場
天
絵
楼
に
は
じ
ま
る
。
同
八
年
に
天
絵
社
と
改
称
、
同
十
二
年
六
月
に
東
京

府
認
可
の
天
絵
学
舎
と
な
る
。
天
絵
社
は
当
時
の
東
京
で
最
も
名
高
い
洋
画
塾

で
あ
り
、
多
く
の
門
人
が
集
っ
た
が
、
明
治
九
年
ご
ろ
ま
で
の
入
門
者
に
は
川

端
玉
章
、
山
田
成
章
、
岡
本
春
輝
、
伊
沢
九
皐
、
内
田
誠
、
安
藤
忠
太
郎
、
彰

城
亀
松
、
荒
木
寛
畝
、

遠
藤
詮
四
郎
、

細
田
季
治
、

金
沢
正
次
、

横
井
網
五

郎
、
殿
木
春
吉
な
ど
が
名
を
連
ね
る
。
由
一
は
明
治
九
年
五
月
か
ら
毎
月
第
一

日
曜
日
に
教
員
、
塾
生
の
作
品
を
公
開
す
る
展
覧
会
を
催
す
な
ど
、
洋
画
の
普

及
拡
張
に
尽
力
し
た
。

明
治
七
年
七
月
、
英
国
留
学
か
ら
帰
っ
た
国
沢
新
九
郎
は
麹
町
隼
町
に
画
塾

彰
技
堂
を
開
設
し
た
。
西
欧
で
正
則
の
洋
画
を
学
ん
だ
人
が
開
く
最
初
の
洋
画

塾
で
あ
り
、
国
沢
が
英
国
か
ら
携
え
て
き
た
洋
画
技
法
書
、
参
考
書
、
美
術
標

本
、
画
材
等
が
話
題
と
な
っ
た
。
本
多
錦
吉
郎
、

浅
井
忠
、

守
住
勇
魚
、
西

敬
、
諫
山
麗
吉
、
菊
池
鋳
太
郎
、
田
崎
延
次
郎
ら
が
師
事
す
る
。
国
沢
は
翌
八

年
新
橋
竹
川
町
に
分
舎
を
設
け
、
当
時
の
西
洋
画
家
た
ち
の
作
品
を
集
め
た
展

覧
会
を
開
く
一
方
、
麹
町
の
彰
技
堂
で
も
自
作
と
塾
生
の
作
品
を
公
開
す
る
な

ど
洋
画
の
普
及
に
努
め
た
が
、
明
治
十
年
(
-
八
七
七
）
―
―
―
月
、
三

0
歳
の
若
さ

す
る
）
の

で
急
逝
す
る
。
国
沢
歿
後
の
彰
技
堂
は
本
多
錦
吉
郎
が
継
承
、
多
く
の
後
進
を

育
て
た
。

そ
の
他
の
画
塾
で
も
多
く
の
青
年
た
ち
が
西
洋
画
を
学
ん
で
い
る
。
横
山
松

三
郎
の
家
塾
で
は
亀
井
至
一

、
村
井
罷
之
輔
、
本
多
忠
保
ら
が
、
五
姓
田
芳
柳

の
許
で
は
山
本
芳
翠
、

五
姓
田
義
松
、

渡
辺
文
三
郎
、

渡
辺
幽
香
、

平
木
政

次
、
松
原
＿
―-
五
郎
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
習
学
し
た
。
ま
た
横
浜
の
ワ
ー
グ
マ
ソ
に
は

五
姓
田
義
松
、
高
橋
由
一

、
狩
野
友
信
が
師
事
し
、
油
画
と
水
彩
画
を
学
ん
で

い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
画
塾
で
の
西
洋
画
習
学
は
未
だ
変
則
の
も
の
で
あ
り
、
本

格
的
な
西
洋
画
の
教
育
は
明
治
九
年
の
エ
部
美
術
学
校
開
校
を
ま
た
ね
ば
な
ら

な
い
。

鉱
山

・
製
鉄

・
燈
台

・
鉄
道

・
土
木

・
造
船

・
電
信
等
の
工
業
に
関
す
る
一

切
の
事
務
を
総
管
す
る
機
構
と
し
て
創
置
（
明
治
三
年
）
さ
れ
た
エ
部
省
の
工
学

寮
に
美
術
学
校
が
置
か
れ
る
の
は
明
治
九
年
(
-
八
七
六
）
の
こ
と
で
あ
る
。
殖

産
興
喋
を
推
し
進
め
る
上
で
中
軸
と
な
る
エ
部
省
に
最
初
の
官
立
の
美
術
学
校

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
美
術
が
も
つ
性
格

・
位
置
を
象
徴
し
て
い

る。
『
エ
部
省
沿
革
報
告
』
（
大
蔵
省
編

・
刊
、
明
治
二
十
一
年
。
以
下
『
沿
革
報
告
』
と

「
エ
部
大
学
校
」
明
治
九
年
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

十
一
月
六
日
工
部
美
術
學
校
ヲ
創
設
シ
本
校
二
陽
ス
。

費
學
ハ

璽
法
及
ヒ
油
賓
ヲ
教

へ
彫
刻
學
ハ
石
膏
ヲ

ノ
、

彫

刻

ノ

ニ

科

（
以
テ
各
種
ノ
物
形
ヲ
模
造
ス
ル
等
ノ
諸
術
ヲ
教
ュ

）
卜
、
‘

傭
シ
テ
教
師
卜
為
シ
、
其
校
則
ヲ
選
定
シ
之
ヲ
頒
布
ス
。

其
學
科
ハ
甕
學

伊
人
三
名
ヲ
徴
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こ
う
し
て
我
が
国
最
初
の
西
洋
式
の
画
学
と
彫
刻
学
を
本
格
的
に
教
授
す
る

学
校
が
誕
生
、
そ
の
教
師
と
し
て
画
家
ア
ソ
ト
ニ
オ

・
フ
ォ
ソ
タ
ネ

ー
ジ

A
n
,

一
八
八
二
）
、
彫
刻
家
ヴ
ィ
ソ
ツ
ェ
ン
ツ
ォ

・

t
o
m
o
 Fontanes1e (
一
八
一
八
ー

ラ
グ
ー
ザ

V
i
n
c
e
n
z
o
R
a
g
u
z
a
 (
一
八
四
一
—
一
九
二
七
）
、
建
築
家
ジ
ョ
ヴ
ァ

ソ
ニ

・
ヴ
ィ
ソ
ツ
ェ
ソ
ツ
ォ

・
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ

G
i
o
v
a
n
n
i
V
i
n
c
e
n
z
o
 C
a
p
'
 

pelletti 
(
?
|
―
八
八
七
？
）
ら
三
人
の
教
師
が
来
日
す
る
こ
と
に
な
る
。

当
時
、

工
部
省
に
も
す
で
に
数
百
人
の
外
国
人
専
門
家
が
雇
わ
れ
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
英
国
人
で
あ
る
。
明
治
七
年
の
政
府
機
関

へ
の
外
国
人
雇
入
総
数
五

0
1―
―
名
、
そ
の
半
数
近
い
ニ
ニ
八
名
が
工
部
省
に
集

中
し
て
お
り
、

特
に
人
材
養
成
の
た
め
の
工
学
寮
に
は
、

Boinville 
(
明
治
五
年
十
一
月
十
六
日
結
約
。
同
七
年
一
月
十
二
日
本
省
に
転
ず
る
。

月
給
三

0
0円
）
が
フ
ラ
ン
ス
人
と
し
て
唯
一
か
つ
短
期
間
在
籍
し
た
だ
け
で
、

ほ
か
は
都
検
（
教
頭
）
兼
土
木
及
び
機
械
学
教
師
の
ヘ
ン
リ
ー

・
ダ
イ
ヤ
ー

H
e
n
r
y
 D
y
e
r
 (
明
治
六
年
六
月
三
日
か
ら
同
十
五
年
六
月
一
日
ま
で
在
職
。

六
0
円
）
を
筆
頭
に
す
べ
て
英
国
人
で
あ
っ
た
。

あ
る
工
学
寮
に
、

月
給
六

イ
タ
リ
ア
人
教
師
に
よ
る
美
術
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
当
時
の
駐
日
イ
タ
リ
ア
全
権
公
使
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ

・
フ
ェ

一
時
帰
国
。
同
七
年
十
月
再
来

の
エ
部
卿
伊
藤
博
文
へ
の
熱
心
な
勧
告
が
あ
っ
た
結
果
で
あ
る
と
い
わ
れ

明
治
九
年
夏
、
三
人
の
イ
タ
リ
ア
教
師
は
来
日
、
直
ち
に
エ
部
省
に
届
け
出

る。

っ
て
選
び
入
校
さ
せ
る

カ
の
進
歩
の
状
態
に
よ
っ
て
本
入
学
の
当
否
を
決
め
る

任）

15 第1節

伯

conte
Allessandro 
F
e
 (
明
治
＿
―
-
年
来
任
。

い
わ
ば
英
国
人
の
支
配
下
に

て
み
る
。

建
築
の
ボ
ァ
ン
ヴ
ィ
ル

C
.
d
e
 

概
説
』
昭
和
四
十
三
年
、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
）
。

う
ち
一
八
五
名
が
英
国
人
で
あ
っ
た
（
梅
渓
昇

『
お
雇
外
国
人
①

て
八
月
二
十
九
日
付
で
契
約
は
発
効
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
期
間
は
向
こ
う
一
ニ
カ

年
、
月
給
二
七
七
円
七
五
銭
で
あ
っ
た
。
ラ
グ
ー
ザ
と
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
は
一
二
田

小
山
町
二
六
番
地
の
官
舎
に
隣
合
で
居
を
構
え
、
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
は
溜
池
葵

町
一
番
地
の
エ
部
省
構
内
の
官
舎
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。

工
学
寮
の
庁
舎
は
虎
ノ
門
内
の
旧
延
岡
藩
邸
跡
に
あ
り
、
大
学
専
門
科
の
教

場
と
し
て
明
治
六
年
十
二
月
、
浩
棟
梁
ア
ン
ダ
ー
ソ
ソ
が
建
て
た
小
学
校
校

舎
が
使
わ
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
れ
恥

5言
な
っ
た
た
め
、
七
年
二
月
大
学
校

の
新
築
が
決
ま
り
、
フ
ォ
ン
ク
ネ
ー
ジ
脊
任
の
こ
ろ
に
は
、
ボ
ァ
ン
ヴ
ィ
ル
指

揮
の
下
で
大
学
本
館
（
建
坪
六
九
六
坪
）
が
竣
工
問
近
で
あ
っ
た
。
美
術
学
校
の

校
舎
に
は
工
学
寮
構
内
の
古
い
数
棟
が
充
て
ら
れ
た
。
画
学
教
室
は
木
造
二
階

建
て
で
、
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
は
天
井
や
窓
に
採
光
の
た
め
の
改
造
を
加
え
た
。

臨
本
模
写
室
、
石
膏
模
写
室
、
モ
デ
ル
室
も
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
彫
刻
教
室

と
予
科
教
室
に
は
別
棟
が
充
て
ら
れ
た
（
隅
元
謙
次
郎
「
ア
ソ
ト
ニ
オ

・
フ
ォ
ン

タ
ネ
ー
ジ
に
就
て
」

『
美
術
研
究
』
九
十
四
号
、
昭
和
十
四
年
、
参
照
）
。

工
部
美
術
学
校
で
の
教
育
の
変
遷
を
国
立
公
文
書
館
蔵
の
『
大
政
紀
要
』
中

の
資
料
「
エ
部
省
美
術
韮
翌
匹
罪
」
（
青
木
茂
編
『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
エ
部
美

術
学
校
』
近
代
の
美
術
第
46
号
に
採
録
。
至
文
堂
、
昭
和
五
十
三
年
）
に
よ
り
概
観
し

こ
の
文
書
は
冒
頭
に
「
本
校
ハ
欧
州
近
世
ノ
技
術
ヲ
以
テ
我
国
旧
来
ノ
職
風

ヲ
移
シ
百
エ
ノ
補
助
卜
為
サ
ン
ト
欲
ス
」
と
学
校
設
立
の
理
由
を
述
べ

、
次
い

で
学
校
規
則
の
概
略
を
記
し
て
い
る
。

〇
十
五
歳
以
上
―
―
―
十
歳
以
下
の
性
質
菩
良
、
身
体
壮
健
な
も
の
を
試
験
に
よ

0
初
め
の
六
カ
月
間
は
仮
入
学
で
、
六
カ
月
後
、
学

0
教
場
を
「
既
二
梢

明治前半期の美術および美術教育



我
国
ノ
技
術
二
得
ル
所
ア
リ
専
ラ
実
地
修
業
ヲ
望
ム
者
」
を
対
象
と
す
る
就
学

期
間
一
ニ
カ
年
の
第
一
区
と
、
「
論
理
実
地
新
二
修
業
ヲ
望
ム
者
」
を
対
象
と
す

る
六
年
就
学
の
第
二
区
に
分
け
る

0
学
課
を
油
画
と
彫
刻
の
二
種
に
分
け
、

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
「
遠
近
法
、

風
景
油
画
、
人
物
油
画
等
」
の
画
学
を
教

え
、
ラ
グ
ー
ザ
が
「
石
膏
ヲ
以
テ
動
物
不
動
物
等
ヲ
模
写
ス
ル
術
及
ヒ
彫
刻
学

ヲ
教
ユ
」
る
こ
と
に
な
る
。

十
一
月
十
三
日
、
画
学

・
彫
刻
学
の
試
験
が
実
施
さ
れ
、
合
格
者
に
は
同
月

二
十
一
日
入
学
が
許
可
さ
れ
た
。
画
学
に
は
数
十
名
の
応
募
者
が
あ
り
、
こ
れ

に
は
当
時
東
京
周
辺
の
画
塾
で
西
洋
画
を
学
ん
で
い
た
青
年
た
ち
が
含
ま
れ
て

い
た
。
画
熟
か
ら
入
学
し
た
者
に
、
聴
香
読
画
館
の
小
山
正
太
郎

・
千
葉
（
印

藤
）
真
楯
•

松
岡
寿
・

望
月
俊
稜

・
浦
井
詔
三
郎
ら

、

天
絵
社
の
影
城
貞
徳
・

金
沢
正
次

・
遠
藤
詮
四
郎
ら
、
彰
技
堂
の
浅
井
忠

・
西
敬

・
広
津
正
人

・
市
川

敬
二
郎
ら
が
、
ま
た
五
姓
田
芳
柳
門
下
の
山
本
芳
翠
、
横
山
松
三
郎
門
下
の
疋

田
敬
蔵
ら
が
い
る
。
ほ
か
に
藤
雅
三

・
日
下
部
美
代
ニ

・
岡
見
千
吉
郎

・
川
路

新
吉
郎
ら
が
入
学
し
て
い
る
。

十
二
月
十
四
日
、
学
校
規
則
中
に
「
男
女
共
毎
周
間
月
水
金
ノ
三
日
午
后
半

日
問
ノ
通
學
ヲ
許
ス
ニ
十
名
ヲ
限
リ
入
學
セ
シ
ム
但
女
子
十
歳
以
上
廿
五
歳
マ

テ
ト
ス
又
教
場
ヲ
分
チ
男
女
相
往
末
ス
ル
ヲ
禁
ス
」
と
の
条
項
が
加
え
ら
れ

た
。
五
姓
田
義
松
・

高
橋
源
吉
・

中
丸
精
十
郎
・

守
住
勇
魚
・

殿
木
春
吉

•

宮

崎
文
雄

・
得
能
通
要

・
大
山
助
一
ら
は
週
一
二
回
出
席
生
で
あ
る
。
女
生
徒
と
し

て
は
当
時
の
工
作
局
長
大
鳥
圭
介
の
娘
雛
子
を
初
め
、
山
下
り
ん
・
秋
保
園
・

山
室
政
子
・
川
路
は
な
子
•

そ
れ
に
須
川
蝶
が
入
学
し
た
。
の
ち
に
女
流
画
家

と
し
て
活
躍
す
る
神
中
糸
子
は
明
治
十
一
年
四
月
の
入
校
で
あ
る
（
参
照
、
尾

埼
尚
文
編
「
エ
部
美
術
学
校
画
学
生
徒
在
籍
年
表
」
『
明
治
の
宮
廷
画
家
ー
五
姓
田
義
松
』

展
図
録
所
載
、
神
奈
川
県
立
博
物
館
、
昭
和
六
十
一
年
）
。

一
方
、
彫
刻
学
は
惨
滑
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
試
験
当
日
、
職
工
体
の
者
が

僅
か
数
名
現
わ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
輩
は
た
だ
様
子
を
窺
い
に
き
た
だ
け
で
、

と
て
も
自
費
修
学
の
意
志
な
ど
な
い
よ
う
に
見
え
た
。
ま
さ
に
そ
れ
は
「
抑
モ

本
邦
ノ
彫
鍍
師
卜
稲
ス
ル
モ
ノ
ハ
榔
ネ
傭
職
ノ
賤
業
二
屡
シ
絶
テ
上
流
人
士
ノ

之
ヲ
學
ヒ
以
テ
身
ヲ
立
テ
名
ヲ
顕
ス
ノ
技
藝
卜
為
ス
モ
ノ
ナ
ク
、
欧
州
二
在
テ

貴
重
セ
ラ
ル
、
彫
刻
學
ノ
如
キ
モ
亦
其
世
二
神
益
ア
ル
コ
ト
ヲ
了
知
ス
ル
者
ナ

シ
」
（
『
沿
革
報
告
』
）
と
い
う
情
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彫
刻
学
生
徒
に
は
当
分

の
間
官
費
支
給
生
と
し
て
毎
月
二
円
の
月
謝
を
免
除
し
て
奨
励
す
る
こ
と
、
四

十
名
を
募
集
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

開
校
時
の
学
生
数
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
が
、
明
治
十
年
三
月
三
十
日
現

在
、
画
学
で
毎
日
出
席
生
徒
二
十
六
名
、
一
週
一
―
―
回
出
席
生
七
名
、
女
生
徒
六

名
、
合
計
―
―
―
十
名
。
彫
刻
学
は
毎
日
出
席
生
二
十
六
名
、
一
週
一
―
―
回
出
席
生
三

名
、
合
計
二
十
九
名
。
つ
ま
り
総
計
六
十
八
名
で
あ
る
。

十
年
一
月
十
一
日
、
エ
部
省
内
の
諸
寮
が
廃
さ
れ
、

し
工
部
大
学
校
と
な
っ
た
。

七
ソ
ク
シ
ョ
ソ
、

工
学
寮
も
工
作
局
に
属

同
年
六
月
―
―
―
日
、
校
則
が
改
正
さ
れ
、
学
課
が
三
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
「
山

水
並
禽
獣
員
窯
法
草
花
動
物
ヲ
形
容
擬
窯
ス
ル
法
」
を
習
学
す
る
画
学
教

室
、
「
草
花
ノ
彫
刻
造
家
二
用
ュ
ル
動
物
彫
刻
肖
像
彫
刻
」
を
習
学
す
る

彫
刻
学
教
室
と
い
う
専
門
の
二
課
の
前
段
階
と
し
て
「
ヲ
ル
ソ
ゴ
イ
ル
、
プ
ロ

工
ソ
ド
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
チ
ー
プ
（
正
射
法
と
遠
近
法
）
幾
何

線
聾
粉
飾
」
等
の
基
礎
的
課
程
で
あ
る
「
予
科
」
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
を
カ

ペ
レ
ッ
テ
ィ
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
画
学
は
従
来
通
り
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

が
、
彫
刻
学
は
ラ
グ
ー
ザ
が
教
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
女
子
の
入
学
年
齢
は
こ
れ
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c
e
n
zo C
a
p
pe
li
eti
e“

と
見
え
る
。

く
の
場
合

II
ジ
ャ
ソ

・
ビ
ソ
セ
ン
ソ

・
カ
ッ
ペ

ー
ジ
は
エ
部
省
で
の
教
育
と
い
う
枠
組
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

パ
の
美
術
学
校
で
の
伝
統
的
な
方
法
を
真
正
面
か
ら
生
徒
に
伝
え
よ
う
と
意
図

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

事
務
的
才
能
に
長
け
、
早
く
か
ら
工
学
寮
の
助
手
を
勤
め
た
小
山
正
太
郎
が

ヨ
ー
ロ
ッ

フ
ォ
ソ
タ
ネ

ま
で
「
十
歳
以
上
廿
五
歳
マ
デ
」
で
あ
っ
た
が
「
十
歳
以
上
二
十
歳
以
下
」
に

改
め
ら
れ
た
。

カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
は
美
術
学
校
在
任
中
、
旧
遊
就
館
（
明
治
十
四
年
竣
工
）
、
旧

参
謀
本
部
（
同
）
の
設
計
を
担
当
、
十
二
年
八
月
二
十
八
日
契
約
満
期
の
後
、

営
繕
局
に
転
ず
る
。
な
お
工
部
省
関
係
諸
記
録
に
は
カ
ペ
レ
ッ
テ
ィ
の
名
は
多

〔
。
ヒ
〕
レ
ッ
チ
ー

J
e
a
n
V
i
n
,
 

ア
ソ
ト
ニ
オ

・
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
に
よ
る
画
学
教
室
の
授
業
は
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
十
一
月
二
十
一
日
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
彼
は
来
日
に
際
し
、
イ
タ

リ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ソ
ス
、
オ
ラ
ソ
ダ
な
ど
の
古
今
の
有
名
画
家
の
作
品

の
写
真

・
石
版
画

・
銅
版
画
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
彫
刻
の
石
膏
像
、
そ
の

ほ
か
芸
用
解
剖
学

・
遠
近
法
等
の
書
籍
、
衣
裳
写
生
用
の
機
械
人
形
、
顔
料
、

画
布
、
画
用
紙
、

木
炭
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
教
材
を
携
え
て
来
た
の
で
あ
る
（
安

田
禄
造
編

『松
岡
寿
先
生
』
、
昭
和
十
六
年
、
参
照
）
。

画
学
教
室
の
生
徒
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
松
岡
が
回
想
す
る
よ
う
に
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
の
こ
の
美
術
学
校
に
か
け
る
抱
負
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
「
完
全
な
美

術
学
校
を
設
立
し
よ
う
と
い
ふ
意
図
で
あ
っ
た
か
ら
、
校
舎
の
如
き
も
理
想
通

り
新
築
す
る
積
り
で
其
設
計
図
も
あ
り
、
そ
の
美
術
学
校
に
描
く
べ
き
壁
画
の

大
図
ま
で
自
ら
作
っ
て
ゐ
た
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
松
岡
寿
「
小
山
正
太
郎
君
の
事

ど
も
」
、
不
同
舎
旧
友
会
編

『小
山
正
太
郎
先
生
』
所
収
、
昭
和
九
年
）
。

を
初
め
て
見
た
時
に
は
「
実
に
メ
チ
ャ
／
＼
‘
の
キ
タ
ナ
イ
絵
」
だ
と
思
っ
た
と

残
し
た
「
エ
部
美
術
學
校
画
學
生
徒
改
級
表
紐
疇
輝
蒜
ゲ
写
」
は
画
学
教
室
で

の
課
題
と
生
徒
の
学
習
の
進
捗
状
況
を
記
録
し
て
い
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ォ

ン
タ
ネ
ー
ジ
が
行
っ
た
実
技
授
業
の
お
お
よ
そ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

（
参
照
、
陰
里
鉄
郎
「
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
日
本
の
弟
子
た
ち
」

『日
伊
文
化
研
究
』
第

十
五
号
所
収
。
青
木
茂
編
『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
と
工
部
姜
統
学
校
』
）
。

「
画
学
生
徒
改
級
表
」
に
は
明
治
十
年
四
月
、
同
七
月
、
同
十
二
月
、
十
一

年
七
月
の
四
時
期
に
お
い
て
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
授
業
課
程
を
推
定
す
れ
ば
、
ま
ず
臨
画
（
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

の
素
描
な
ど
の
模
写
）
に
始
ま
り
、
石
膏
人
物
（
半
身
↓
立
像
）
写
生
（
石
版

画
手
本
模
写

・
実
物
写
、
そ
れ
か
ら
人
物
手
足
写
生
（
石
版
画
手
本
模
写

羹
物
写
生
）
、
次
に
油
喜
よ
る
人
物
写
生
ま
た
は
草
花
写
生
、

更
に
黒
灰

筆
（
コ
ソ
テ
）
に
よ
る
人
物
写
生
へ
と
進
み
、
そ
の
あ
と
で
鉛
筆
風
景
写
生
か

ら
油
画
風
景
写
生
へ
と
至
る
コ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

の
授
業
は
き
め
細
か
い
周
到
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
っ
て
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
モ
デ
ル
を
使
っ
た
人
体
写
生
も
行
っ
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
を
得
る
の
は
難

し
く
、
男
性
モ
デ
ル
に
は
エ
部
省
の
常
傭
人
夫
な
ど
を
使
い
、
女
の
モ
デ
ル
に

は
学
校
近
く
の
町
家
の
娘
を
頼
み
、
着
衣
で
写
生
す
る
の
が
せ
い
4

せ
い
で
あ
っ

こ。f
 フ

ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
油
画
技
法
は
、
唐
の
土
を
酢
と
鶏
卵
で
溶
い
た
も
の
、

す
な
わ
ち
テ
ソ
ペ
ラ
で
厚
盛
り
の
下
塗
り
を
し
、
そ
の
上
を
グ
レ
ー
ズ
法
、
つ

ま
り
で
き
る
だ
け
白
を
混
ぜ
な
い
透
明
顔
料
で
仕
上
げ
て
い
く
伝
統
的
方
法
で

あ
る
が
、
生
徒
が
こ
れ
を
十
分
理
解
し
習
得
し
た
と
は
い
い
難
い
。
高
橋
由
一

の
天
絵
社
で
油
画
を
習
っ
て
い
た
安
藤
仲
太
郎
は
、
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
油
画
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語
っ
て
い
る
（
安
藤
仲
太
郎

「
明
治
初
年
の
洋
画
研
究
」

『
美
術
評
論
』
第
二
十
五
号
、

明
治
―
―
―
十
三
年
三
月
）
。

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
ま
た
、
実
技
授
業
と
並
行
し
て
遠
近
法
な
ど
西
洋
画
の

基
礎
的
理
論
、
絵
具
や
木
炭
の
使
用
法
、
油
絵
下
地
の
製
作
法
な
ど
、
技
法
の

細
部
に
わ
た
る
講
義
を
行
っ
た
。
そ
の
フ
ラ
ソ
ス
語
に
よ
る
講
義
が
本
格
的
で

あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
基
礎
的
知
識
が
皆
無
か
、
あ
る
い
は
あ
っ
た
に
し
て
も
乏

し
い
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
竹
村
本
五
郎
の
通
訳
に
よ
っ
て
聞
く
こ
と
で
も

あ
り
、
な
か
な
か
理
解
が
困
難
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
自

身
、
イ
タ
リ
ア
の
弟
子
カ
ル
ロ

・
ス
ト
ラ
ッ
タ
宛
一
八
七
七
年
（
明
治
十
年
）
六

月
十
五
日
付
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
書
い
た
（
ア
ン
ジ
ェ
ロ

・
ド
ラ
ゴ
ー
ネ
「
ア

ン
ト
ニ
オ

・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
」
『
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
、
ラ
グ
ー
ザ
と
明
治
前
期
の
美
術
』

展
図
録
所
収
。
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
昭
和
五
十
二
年
）
。

東
京
（
ま
た
は
江
戸
）
に
は
去
年
の
九
月
の
初
め
に
着
い
た
の
だ
が
、

少
し
く
健
康
を
害
し
て
い
て
、
あ
り
ぎ
た
り
の
見
物
を
す
ま
せ
て
か
ら
、

こ
の
国
で
身
を
立
て
る
た
め
の
煩
労
に
と
り
か
か
っ
た
。
言
葉
、
慣
習
、

法
規
、
学
生
、
す
べ
て
未
知
の
も
の
で
、
初
め
の
幾
月
か
は
、
こ
う
し
た

う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
ら
に
追
わ
れ
て
過
ご
し
、
そ
れ
か
ら
学
校

に
出
て

40
人
程
の
学
生
た
ち
に
向
か
っ
た
。
私
は
彼
ら
に
、
平
面
幾
何
学

と
立
体
幾
何
学
、
素
描
と
人
物
画
、
そ
れ
に
風
景
画
を
教
え
ね
ば
な
ら
ぬ

の
だ
I
．

講
義
の
通
訳
は
か
ろ
う
じ
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
程
度
で
、
ち

ょ
く
ち
ょ
く
誤
り
を
犯
す
。
例
え
ば
、
等
し
い
、
を
類
似
す
る
、
と
訳
し

た
り
等
々
…
…

（
後
略
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
真
剣
な
指
導
ぶ
り
に
よ
っ
て
生
徒

た
ち
の
心
を
つ
か
む
の
に
成
功
、
非
常
な
尊
敬
を
か
ち
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

松
岡
寿
は
「
そ
の
教
授
振
り
は
一
般
画
論
よ
り
人
物
画
法
、
風
景
画
法
、
版
画

法
に
至
る
ま
で
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
亘
り
教
授
し
、
又
古
代
名
家
の
逸
話
な
ど
も

常
に
話
し
て
聞
か
さ
れ
る
の
で
生
徒
は
毎
日
の
授
業
を
非
常
に
楽
し
ん
で
登
校

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
彼
は
そ
の
人
格
が
高
潔
で
、
我
武
士
的
な
所
が
あ

っ
た
か
ら
生
徒
は
悉
く
敬
慕
し
て
ゐ
た
」
と
書
い
て
い
る
（
松
岡
寿
「
フ
ォ
ン
タ

ネ
ー
ジ
と
伊
太
利
亜
と
の
想
ひ
出
」

『
日
伊
文
化
研
究
』
第
六
号
、
昭
和
十
六
年
五
月
）
。

と
こ
ろ
が
、
彼
が
日
本
で
果
た
そ
う
と
し
た
美
術
教
育
の
構
想
が
端
緒
に
つ

い
た
ば
か
り
の
明
治
十
一
年
(
-
八
七
八
）
九
月
三
十
日
、
思
い
も
か
け
な
い
過

程
で
彼
は
学
校
を
辞
め
る
こ
と
に
な
り
、
イ
タ
リ
ア
ヘ
帰
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る。
日
本
の
風
土
病
で
あ
る
脚
気
に
か
か
り
病
状
が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
に

も
よ
る
が
、
理
想
的
な
美
術
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
設
計
図
や
壁
紙
用
下
図
ま

で
用
意
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
十
年
の
西
南
戦
役
後
は
政
府
の
財

政
事
情
が
急
激
に
悪
く
な
り
、
そ
の
実
現
が
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
落
胆
し

た
の
が
大
き
な
理
由
で
も
あ
っ
た
。

西
南
戦
役
勃
発
に
よ
る
巨
額
の
戦
費
捻
出
の
必
要
と
合
わ
せ
、
殖
産
興
業
の

国
家
的
事
業
の
中
軸
を
な
し
て
き
た
エ
部
省
事
業
そ
の
も
の
の
破
綻
は
政
府
に

―
つ
の
政
策
転
換
を
迫
ら
ざ
る
を
得
な
い
情
勢
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
辞
任
し
た
あ
と
を
受
け
て
、
プ
ロ
ス
ペ
ロ

・
フ

ェ
レ
ッ
チ

P
r
o
s
pe
r
r
o
F
e
r
re
tti 
(
明
治
十
一
年
十
月
一
日
結
約
、
同
十
三
年
一
月

三
十
一
日
解
約
。
月
給
二
七
七
円
七
七
銭
）
が
画
学
教
師
の
椅
子
に
つ
い
た
。
カ
ル

カ
ッ
タ
か
ら
や
っ
て
き
た
こ
の
教
師
は
、
生
徒
た
ち
を
甘
く
み
た
の
か
、
小
カ
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ソ
ヴ
ァ
ス
の
画
面
を
空
と
水
の
つ
も
り
か
油
絵
具
で
青
と
緑
の
単
純
な
二
色
に

塗
り
分
け
、
そ
の
中
央
に
軍
艦
旗
の
よ
う
な
子
供
の
絵
に
よ
く
あ
る
日
の
出
を

描
い
て
見
せ
、
た
ち
ま
ち
緊
盛
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
。

画
学
科
の
生
徒
た
ち
は
前
任
の
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
と
あ
ま
り
に
も
違
う
技

術

・
品
性
と
も
に
下
劣
な
こ
の
教
師
を
交
替
さ
せ
よ
う
と
学
校
当
局
に
か
け
あ

っ
た
が
、
不
首
尾
に
終
っ
た
た
め
、
連
袂
退
校
し
て
し
ま
う
。

小
山
正
太
郎
、
印
藤
真
楯
、
松
岡
寿
、
浅
井
忠
、
西
敬
、
高
橋
源
吉
ら
が
主

な
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
彼
ら
は
神
田
今
川
小
路
に
家
を
借
り
て
十
一
字
会
と
い

う
共
同
研
究
所
を
つ
く
り
勉
強
を
つ
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
は
本
多
錦

吉
郎
、
松
井
昇
、
大
河
内
信
紅
な
ど
も
参
加
し
た
。
フ
ォ
ソ
タ
ネ
ー
ジ
の
弟
子

た
ち
を
中
心
に
つ
く
ら
れ
た
こ
の
会
が
、
や
が
て
迎
え
る
洋
風
美
術
の
冬
の
時

代
を
越
え
て
我
が
国
洋
風
美
術
家
の
最
初
の
団
体
で
あ
る
明
治
美
術
会
へ
と
流

れ
る
地
下
水
脈
を
形
づ
く
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

生
徒
た
ち
の
不
評
を
か
っ
た
フ
ェ
レ
ッ
チ
も
明
治
十
三
年
一
月
一
―
―
十
日
付
で

辞
任
、
新
た
に
サ
ソ

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ

ニ
Acchile
S
a
n
 G
i
o
v
a
n
n
i
が
同
年
ニ

月
十
二
日
付
で
就
任
し
、
画
学
教
室
の
指
導
に
あ
た
る
。

人
物
画
の
得
意
で
あ

っ
た
サ
ソ

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
は
擦
筆
画
の
手
法
を
熱
心
に
教
え
た
こ
と
、
彼
の

時
代
、
明
治
十
四
年
一
月
に
東
京
大
学
医
学
部
か
ら
玉
越
興
平
が
招
聘
さ
れ
、

画
学
彫
刻
に
必
要
な
骨
論
筋
論
を
中
心
と
し
た
解
剖
学
講
毅
が
行
わ
れ
た
こ
と

は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
彼
は
明
治
十
四
年
一
二
月
、
上
野
で
開
か
れ
た
第
二

回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
生
徒
の
作
品
と
共
に
自
作
を
出
品
、
西
洋
美
術
の
啓
蒙

に
ひ
と
役
買
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
時
代
は
漸
く
国
粋
保
存
、
伝
統
回
帰
へ
の
風
潮
が
高
ま
り
、
そ
れ

に
押
さ
れ
て
か
、
当
局
者
の
方
針
は
に
わ
か
に
一
転
、
洋
風
絵
画
の
発
展
を
抑

明
治
初
期
に
政
府
が
と
っ
た
美
術
に
関
す
る
政
策
の
第
一
は
エ
部
美
術
学
校

圧
、
妨
害
す
る
ま
で
に
な
る
。
そ
ん
な
流
れ
の
中
で
十
五
年
十
月
に
農
商
務
省

主
催
で
開
か
れ
た
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
に
は
、
洋
風
画
の
出
品
が
一
切
拒

否
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
立
ち
至
る
。
更
に
十
七
年
の
第
二
回
内
国
絵
画
共
進

会
で
も
洋
風
画
が
除
外
さ
れ
る
と
い
う
大
勢
の
中
で
十
五
年
十
二
月
工
部
美
術

学
校
は
閉
鎖
さ
れ
、
翌
十
六
年

一
月
二
十
三
日
を
も
っ

て
廃
校
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。
『
沿
革
報
告
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
治
十
六
年
一
月
廿
三
日
、
美
術
學
校
ヲ
麿
シ
、
聾
學
生
徒
十
五
名
ニ

修
業
證
書
ヲ
授
興
ス
。
註
襲
芸
咆
訂
心
該
校
ハ
明
治
九
年
十
一
月
ノ
創
設

ニ
シ
テ
今
之
ヲ
麿
ス
ル
ニ
至
ル
迄
満
五
年
二
過
キ
ス
。
其
初
メ
入
校
ヲ
許

セ
シ
生
徒
ハ
六
十
名
麟
鯰
ニ
シ
テ
其
卒
業
證
雷
及
ヒ
修
業
證
書
ヲ
得
タ
ル

モ
ノ
ハ

、
彫
刻
書
＿學
二
科
併
セ
テ
―
―
―
十
五
名
二
過
キ
ス
。
然
レ
ト
モ
其
圏

甕
製
品
ニ
シ
テ
博
覧
會
場
二
出
シ
稲
賛
ヲ
得
ル
モ
ノ
懃
ナ
カ
ラ
ス
。
今
之

ヲ
本
校
ノ
博
物
館
二
蔵
ス
。

画
学
教
師
サ
ン

・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ
ニ
は
二
月
十
一
日
付
で
解
約
さ
れ
た
。
エ
部

省
の
雇
外
国
人
も
美
術
学
校
開
校
時
の
九
年
に
は
二
ニ
―
名
で
あ
っ
た
が
、
十

六
年
に
は
三
八
名
に
激
減
し
て
い
る
。
官
公
庁
全
体
で
も
九
年
の
四
八
四
名
が

十
六
年
に
は
二
二
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
欧
化
主
義
時
代
の
終
わ
り
を
告
げ
る

も
の
で
あ
る
。

明
治
初
期
の
美
術
行
政

19 第1節 明治前半期の美術および美術教育


	はじめに
	第一章　東京美術学校創立前史
	第一節　明治前半期の美術および美術教育
	第二節　美術学校設立運動の背景
	第三節　図画調査会
	第四節　図画取調掛
	第五節　欧米美術視察

	第二章　東京美術学校設置より開校に至るまで
	第一節　東京美術学校設置
	第二節　学校方針の決定に至るまで
	第三節　制度・組織の編成
	第四節　古社寺宝物調査への参加
	第五節　既定の制定
	第六節　用地および校舎
	第七節　生徒募集、開校

	第三章　創成期　明治二十二年～同二十六年
	第一節　明治二十二年
	第二節　明治二十三年
	第三節　明治二十四年
	第四節　明治二十五年
	第五節　明治二十六年

	第四章　発展期　明治二十七年～同三十一年
	第一節　明治二十七年
	第二節　明治二十八年
	第三節　明治二十九年
	第四節　明治三十年
	第五節　明治三十一年

	第五章　授業内容
	第一節　基礎教育―特にフェノロサ在職中の教育
	第二節　専門教育（実習授業）
	第三節　学科授業

	附表

